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は'じ め に

近 年 、 わが 国 に お け る コ ン ピ ュー タ利 用 の進 展 は め ざ ま し く、 それ に

と もない 、 コ ン ピ ュ ー タお よび情報 化 を め ぐる労働 問 題 が ク ロー ズ ア ッ

プ され て まい りま した。

当 協 会 で は、 この ような観 点 か ら、 コ ン ピ ュー タ利 用 お よび情 報 化 な

どえ の労働 組 合 の考 え 方 、お よび対 処 の しか た を 把 握 い た した く、 ア ン

ケ ー ト調査 を実施 い た しま した。

こ の た び、 そ の 調査 結果 が ま とま りま した の で 、 ここに 関係各 位 の ご

参考 に供 した く報 告 書 を とり ま とめ た次第 で あ りま す。

なお 、 本 調 査 の実 施 に あ た りご多 忙 中 に もか か わ りま せず 、 ご協 力 い

た だ きま した 労働 組 合 の方 々 に深 く感 謝 い た します。

昭 和50年5月1日

財団法人 日 本 情 報 開 発 協 会
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労 働 組 合 と コ ン ピ ュ ー ダ た 関 す る ア ン ケ ー1調 査 結 果

発'表'文'

昭和50年5月"1日

日本 情 報 開発 協 会(稲 葉 秀 三 理 事 長)は 、5月1日i'労 働 組 合 対 象 の コン ピ

ュ ータ に関 す る ア ン ケ ー ト調 査 結 果 を 発 表 したoこ れ は昭和44年 、46年 に

つ ぐ第3回 目の調 査 で あるが 、今 回 の特 色 は、経 営 問 題 、 プ ライバ シ ー一・ieよ

び シス テ ム監 査 に 関 して調 査 し そ い る 点 で ある 。

同 協 会 で は 、今 回 の調 査 結 果 を前 回 と比較 した 場合 、従 来 か らみ られ た労

組 の コン ピュ ー タ ・ア レル ギ ーは ほ とん ど消 え さり、 コ ン ピュ ー タ を ツール

と して冷 静 に 認 識 してい る 、 と評 価 して い る。

さち た、低 成 長 時代 へ の 下 準 備 と して は 、 コ ン ピ ュー タ をめ ぐる労 使 関 係

で'マイ ナス 要 因 を ひ きお こさ ない亡 とが 重要 と してお り;こ の 点 か ら、 より

一 層 の労 使協 議 の緊 密化 を は か り、話 し合 い 解 決 のル ール を設 定 す る よ う同

協 会 で は強 調 して い る。

同 調査 結果 の 主 な内容 は づ ぎ の と由 り

1.コ ン ピ ュー タ に対 す る 労 組 の 意 識

①1コ シ ピュ 一 夕利 用 に 関 し て労組 と して の重要 事 項 は、 民 間 シス テ ム

(民 間 企 業 の コ ンピ ュ ー タ らシス テ 云)で は 「職 務 内容 の変化 」 、公 共

システ ム(官 庁等 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム)で は 「利用 目的の明確 化」

そ して社 会 問題 として は 「プ ライバ シ ーの 保 護 」 が それ ぞ れ 一位 に ラン

ク され て い るo(第9表)

プ ライバ シ ー の保 護 に つ い ては、 公共 シス テ ム で も第 二 位 に ラ ンク さ

れ て広 るが 、 民 間 シス テ ム でば ほ とん ど問 題 に され てい ない 点 が注 目 さ

れ るo

② コ ン ピ ュー タ が普 及 す る に と もない職 務 に適 応 で きな くなる人 が 生 ま

れ るか ど うか につ い て は 、 「思 う」 が1&6%(昭 和44年 調 査Lt!は65,6

(1)



%)、 「思 わ ない 」 が65・5%(同 一322%)は っ て い る。(第3表)

こ れ は、 昭 和44年 当 時 の労 組 はロ ン ピ ュ一 夕に つ いて あ る種 の 恐怖

感 、 あ るい は コ ン ピ ュー タ ・ア レル ギ ーを もっ てい た の に対 し、 今 日で

は これ らが消 え去 り、 コ ン ピ ュ ータ を ツール と して冷 静 年 認識 して い る

も の と理 解 す るこ とが で きる。.{㍉ 、

③ コ ン ピュ ー タが 職場 で労 働 者 に どの よ う,な影 響 を与 え てい る か につ い

て は 、 プ ラス 面 の影 響 を与kて い る と 「思 う」 が5.6.2%、 「思 わ な い」

が2α1%で あ る。(第4表)

ろ イ ナ 樋 の影 響 桂 え て い る とc思 う・↓ が3&7%・ 「思 わ なw

が40.2%で あ るo(第5表)ギ:㌧

.フ;ラ,ス面 の影 響 と して は 、具 体 的 には 単 純 作 業 か らの解 放 とい う意 見

が 多 い。 ま た マ イ ナス 面 の影 響 と して は、 コ ン ピ ュー タ要員 の労働 問題

が ほ とん どで あ るo

レ

■

'

2.コ ン ピ ュー タ 利 用 に 対す る 労組 の 見方

① 企 業 へ の コ ン ピ ュー タ導 入 の 真 の ね らいは 何 か に つ い て は 、 「業 務 の

能 率 化 」 と 「省 力化 」 が圧倒 的 に 多 い。(第8表).一

この傾 向 は 前回 調 査 で も同 様 で あ る○ 前 回 と比 較 して変 化 して い る点

は、 「競 争 力 の 強化 」 とい う意 見が 前 回 .16.4%か ら9.9%に 減 少 した こ

と。 ま た 「顧 客 へ の サ ー ビス」 が 前 回5.4%か ら10.3%へ 増 加 した こ と

で あ る。 この 変 化 も労組 が コ ン ピ ュ ー タを 正 し く認 識 した た め の変化 と

うけ と れ るo

② コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 目的 が 明 確 に さ れ て い る か に つ い て は 、 「され て

い る 」 が66.5%、 「さ れ て い な い 」 が19.6%で あ る 。(第 、11表)

③ コ ン ピ ュ ー タ が マ ネ ジ メ ン トの 用 具 に な つ て い る か ど うか に つ 、い て は 、

な っ て い る と 「思 う」 が56.7%、 「思 わ な い 」、が3 ,4%で あ るo.・ ・

(第10表)

(2)
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④ コ ン ピ ュー タ利 用 の成 果 が 明確 に あ らわ れ て い るか ど うか に つ い ては

あ らわ れ て い る と 「思 う」 が54.1%、 「思 わ な い」 が22.7%で あ る。

(第12表)

⑤ コ ン ピュ ータ利 用 を コス トと効 果 で比 較 した 場 合採 算 が とれ て い る か

ど うか につ い て は 、 とれ て い る と 「思 う」 が39、2%、 「思 わ な い 」 が

37.6%で あるo(第13表)

こ こ で注 目され る点 は、 マ ネ ジ メン トの用具 に な って い る とは思 わ ない

労 組 が34%あ る こ と。 お よび採算 が とれ て い る か どうか につ いて は意 見
〆`、

が 約半 半 に 分 か れ て い る点 で あ る。 これ らは 、 コ ン ビュー久利 用照 対 す る

労 組 の 新 しい 疑 問 点 と して ク ローズ ア ップ され て きてい るの では 、蔭吟 か と

思 わ れ る。 す なわ ち コ ン ピュ ー タは経 営 に役 立 っ てい るの かi、達 ・:たSイ 、し

て い る の だ ろ うか 、 とい う素朴 な疑 問 をい だ く労 組 が 増 え て い る もの と思

わ れ るo

ハ
●
'

ち

3.コ ン ビ ュー一夕 をめ ぐ る 労使 関 係

① 労 使 間 で コン ピ ュ,一夕問 題 が とり・あげ られ て い るか どう か につ,いて は

とり あ げ た こ とが 「あ る」44.8%、 「な い 」54.1%で ある。(第16表)

② コ ン ピュー タ利 用 を め ぐっ て労使 間 で協 議 し たい事 柄 を もっ て い るか

'どうか に つい て は
、 「あ る」47.4%、 「ない 」52.6%で あ る。(第14表)

③ コ ン ピ ュー タ利 用 を め ぐる労 使 協議 の対 象 と して の重 要 事 項 は、一 位

処 理 業 務 の変 化 拡 大 、 二 位 ・導 入 計 画 、三位 ・交 替 制採 用、 四位 ・労働

強化 、 な ど とな っ て い る。(第17表)

こ こで注 目され る の は 、 協議 したい 事 柄 を もっ てい る とす る 労組 が 約半

数 近 くあ る点 で あ る。 また協 議 した い とナ る内容 は労 働 条 件 お よび コン ピ

ュ 三夕 が今 後 も た らす影 響 な どに 関す る ものが 多 い。

((3)



4.労 組 自 身 の コ ン ピ ュー タ利 用

①'こ れ まで にコ ン ピ ュー タ を利 用 した こど の あ る労 組 が6'&6%で 、前 回

調査 時 点 で の51.8%を 大 き く上廻 っ た。(第18表)

② 利 用 の方法 と し ては 、 会 社 の コ ン ピュー タ を借 りだ も・の が63.2%で 、

前 回調 査 の47.9%よ り約15%増 加 して い る。・(第19表)'・.

③ 労 組 レベル の コ ン ピュ ー タ ・セ ン タを望 む か ど うか に つ い て は、1「望

'む 」 が495%C「 望 ま ない 」 が45 .9%で あ る。 これ を前 回 調 査iと比 較

'ナ
る ど、『「望 む 」 が約18%減 少 し、 逆 に 「望 ま ない 」が約25%増 加 し

"て 広'・るo(第22表)

`こ れ ら の こ とか ら
、労 組 の コ ン ピ ュ ータ利 用 が非 常 に増 えS企 業 も労組

」の利 用 に便 宜 をは か っ てい る こ とが わ か る。 そ の結 果 ・ 労組 レベ ル の コン

ゼ ゴ一 夕 ・セ ン タを望 む 声 が 少 な ぐな っ た もの と理 解 で ぎ る。,

●

5.プ ラ イバ シー に 対 す る 労 組 の 見 方

③ コ ン ピュ ータ利 用 に と もな うプ ラ イ バ シニ問 題 につ い て一 般国 民 の間

,で 正 しい 認 識 が な され て い る か ど うか に つ い て、 な ざれ て い る と 憶 う」

' ・労 組 は わず か'に2、6%で 、.「 思 わ な い」,が71.1%ど なってい る。(第23表)

'② デ ー タバ ン ク あるい は コ ン ピュー タ で処理 され て い る 「個 人 デ ー タ」

・の 利 用 を め ぐっ て、 現 段 階 で す で に一 般 国民 の プ ライバ シー が侵 さ れ て

㌧ る.か ど うか につ い て 、侵 され て い る と 「思 う」 が9・8%・ 「思 わ な い」

、1'9・が37.1%、 「わか らな い 」が過 半 数 の53.1%を 占 めてい る。(第24表)

こ こで9.8%の 「思、う」 労組 が 問 題 に してい る こ とは 、 ダ イレ ク トメ

ール の リス トが ど こで どの よ うに して入 手 され て い るのか わ か ら ない と

い う点 で あ る。 す な わ ち、場 合 に よっ て は デ ー タの 悪 用 が行 われ て いゐ

の で は ない か とい う疑 念 で あ る。 ま た他 に、 官 庁 の シ ステ ムの 中 には 、

一 般 国 民 の 知 ら な い マル 秘 シス テ ム が あ る ので は ない か とい う危 惧 を い

だ く意 見 もみ られ る。

(4の
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③ プ ライバ シ ー保 護 法 を つ くる 必要 が あ るか どうか に つ い て は 、 必 要 が

あ る と 「思 う」が67%、 「思 わ ない 」 が67%、 「わ か ら な い」 が

26.3%と な っ てい るo(第25表)

④ つ ぎに 、 も しプ ライ バ シ ー保 護 法 をつ くる と し た場 合 、 そ の対 象 とな

る コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム は、 「公共 ・民間 双 方 の シス テ ム」 が50%、

「公 共 シス テ ム 」 が35.1%、 「民 間 システ ム 」が2.1%で ある。(第26表)

プ ライバ シーに関 しては この よ うな 結果 が で てい る が 、他 の項 と比較 し

て プ ライ バ シー に つ い て は 「わか ら ない 」 とい う回 答 の比 率 が 高 いoこ

れは 、 プ ライ バ シー 論議 が い まだ 熟 してい ない こ とを物 語 っ て い る とい

え る。

也

w

、

6.シ ステ ム監 査 に つ い て

① コ ン ピ ュー タ 。シス テム を 労組 と して監 視 す る必 要 が あ るか ど うか に

つ き、 必要 あ り と 「思 う」 が62,4%、 「思 わ な い」 が21.6%で あ る。'

(第6表)

② つ ぎに 、 シス テ ム監 査 を定 義 し たの ち、 シ ス テ ム監査 を 必要 と思 うか

ど うか を たず ね る と 「思 う」 が82%、 「思 わ な い」 が&2%に なる。

(第27表)

③ 企業 が シス テ ム監 査 を十 分 に実 施す る必要 が あ る か ど うか に つい ては 、

あ る と 「思 う」 が76.8%、 「思 わ な い」 が4.6%、 「わ か ら ない」 が

16.5%と なっ てい る。(第29表)

④ さ ら に、貴 社 を想 定 した場 合 に、 シス テ ム監査 に十 分 と り組 ん でい る

と思 うか ど うか を た ず ね る と、 「思 う」が17.5%、 「思 わ ない 」が

54.6%、 「わ か ら ない 」が24.2%と なっ て い るo(第30表)

⑤ 労 組 と して シス テ ム監 査 に興 味が あ るか ど うか に つ い て は、 「あ る」

が44.3%、 「な い」 が51%で あ るo(第28表)

シス テ ム監 査 に興 味 を もつ 労組 の 中で、 監 査 そ の もの を 労組 と して重視

しているむきがある。これは労組の経営参加指向 と関係が あ るの では ないか と思われる。

(5)
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労働組 合 とコン ピュー タに関す るアンケー ト調査 報告 書

調 査 の 概 要

1.調 査 目的

'ン ピ・一 夕詫 び騨 化 を め ぐる諸噸 につい て
・労組 の対処 の仕方

を調査 し、労使関係 の安定化 に役立 てる。

2.調 査対象

民間労組895(株 式市場一部、二 部 に上場 してい る企業 の労組)

3.調 査時期

調査票発送

回 収 締 切

4.調 査項 目

① 一般的問題

② 経営問題

③ 労使関係

④ 利用状況

⑤ プライバ シー

⑥ システ ム監査

昭和50年2月2g日

昭和50年3月31日

5.調 査 票 の 回収 状況

調査 票 発 送 数895通

調 査票 回 収数194通

回 収 率21.7%

6.上 部 団体 別 回答 労組 数

総評31、 同 盟43、 中立 労 連29、 新 産 別2、 無 所 属89

一1一



1一 般 的 問 題

第1表 貴 労 組 は コン ビ ュー一夕に 関 心が あ ります かo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

あ

な

無 記

る

い

入

163840

3116.0

00

83.1

14.7

22

合 計 19410α0 100.0

第2表 貴労組で はコンピ ュータ問題が 重点的課 題にな ってい ますかo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

な っ て い る

な っ て い な レ、

無 記 入

4020.6

152784

21.0

191

:

77.3

36

合 計 194100.0 100.0

第3表 コンピ ュータの普及は職務 に適応できなくなる人を生ら卒すと思いますかo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 、
」
、昭 和,44年 調 査

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

3618.6

127655

31160

00

∴ ・'65・6

・32
.2

-

2.2
、、

合 _計
'㌢,

1941000 1000
,`・
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第4表 コン ピュータ利用は職場で 労働者 にプ ラス面の 影響を与えている と

思いますか◎

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

109

39

46

56.2

20.1

23.7

合 計 194 100.0

※ プラス面の影響 としては、 「単純 作業か らの解放」 「事務処理 での

合理化 」に関連 す る意 見 が圧倒的 に多い。

※ その他 の意 見 の中に は、 「職場環境 の近代化」 「労働 条件の 向上」

「労働 の軽 減」 な どの意 見 もあ る。"『 ・t

第5表 コン ピュー タ利用は職場で労働者 にマ イナス面の影響 を与 えて いる

と思いますかo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

75.

78

40

1L{

3&7

4ρ2

20.6

0.5

合 計 194
L

100.0

※ マ イナス面 の影響 と しては、 コン ピュー タ要員 を中心 とした問題 が

多 く、深夜労働、 交替制 、残業 問題そρ他 の 「勤務態様 の変化」 に

ともな う諸問題、 「人 間性 の疎 外」 「職業病 の発生」 な どの意見 が

多い。

※ そ の他 の意見 としては、 「経験 や技能 を無に して しま う」 「複雑 力

仕事 の発生」』「二 重作業 を強 い られる」 などがある。

一3一



第ち表 コン ピュータシステ ムを 労組 とし'て監 視する必要 がある と思 い ます

かo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う
「

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

121

42

28

3

62.4

21.6

14.4

1.5

合 計 194 100.0

6

第7表 コンピ ュー タ利用の進 展は労働強化を もた らす と思 いますかo

項 目. 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

すで に もた らしてい る

今 後 も た ら す

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

23

38

91

36

6

11.9'㌧

19.6

46.9

1&2

a1

・1')・15
.1

22.7

47.1

13.3

1.8

合 計 194 100.0 1000

※ す で に もだ ら してい る、 今後 もた らす、 とい う理 由 と しては 、 「労働 密

度 が高 くなっ た 」 「深 夜 労働 の増 加 」 「残 業 の増 加 」 な どが あ げ られ て

い るo

※ そ の他 の意 見 と しては、 「知 識 や技 能 を吸 収 しな け れ ば な ら ない 負担 が

増 え た」 と い う もの もあ るo
l.

俘

●
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第8表 企業 における コン ピュー タ導入の真 のね らい と思われ る ものをつぎ

の中か ら3つ まで選んで下 さい。

●

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

競争力の強化 50 99 16.4

意思決定 の ための用具 50 9.9 107

省 力 化 121 24.1 26.2

他社が導入 したため 29 5.8 2.9

顧 客 へ の サ ー ビス 52 10.3 5.4

業務の能率化 154 30.6 302

入間性回復 のため の機 械化 5 1.0 1.0

人件 費以外 のコス ト削減 38 7.6 7.4

そ の 他 4 0.8 03

合 計 503 1000 100.0

¢
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第9表 コ ン ビ ュー一夕利 用 に 関 して 、 労組 と しての 重要 事 項を 、 民 間 シ ス テ

ム(企 業)、 公 共 システム(官 庁等)、'お よ び社 会 問題 に分 け 、 そ れ

ぞ れ3つ づ つ 選 ん で、 重 要 な1順に1,2,3と お書 き下 さいo

回 答 民 間 シ ス テ ム 公 共 シス テ ム 社 会 問 題

項 目 回答数 パーセン ト 回答数 パーセン ト 回答数 パ ー セ ン ト

利 用 目的 の 明 確 化 74 1a7 117 234 62 128

利 用 成 果 の 明示 41 76 69 138 24 50

投 資 の 採 算 性 58 1α7 28 5.6 5 1.0

職 務 内容 の変 化 80 148 6 1.2 14 2↓9

教 育 ・ 訓 練 34 63 15 30 、
15 、a1

職 業 病 45 &3 6 .1.2 33 6.8
へ

解 雇 5 09 4 08 20 41.一

配 置 転 換 43 79 1 02 1 ,0.2

交 替 制 41 7.6 0 0 2 04

人 間 疎 外 66 122 18 36 66 1a7

プ ライバ シ ー の保 護 8 1.5 98 196 107 222

悪 用 の 防 止 13 24 67 134 75 155

シ ス テム 同士 の結 合 17 a1 33 6.6 19 39

システムの監視体制 15 2.8 38 76 40 &3

そ の 他 1 02 0 0 0 0

合 計 541 1000 500 10α0 483 100.0

(注)各 シス テ ム ご とに合 計数 が異 る のは 、1つ の シス テ ム にの み 回 答 し

た場 合 や 、3つ 選 ぶ と ヒ ろ を2つ ま た は1つ 選 ん だ場 合 で も有 効 と

したた めで あ る。 ま た 、 順位 に つい ては 集計 を削 除 した。

一6一
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●

経 営 、問 題

第10表 コン ピ ュー タが マ ネ ジ メ ン トの 用 具 に な って い る と思 い ます かo

項 「 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

110

66

18

567

34.0

9.3

合 計 }194 100.0

第11表 コン ピュー タ利 用の 目的は明確 にされていますかo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

、さ れ て い

さ れ て い な い

わ か ら な

無 記

る

い

入

129

38

26

1

665

196

1a4

0.5

合 計 194 100.0

'

・㌣

第12表 コン ピ ュー タ利 用の成果が明確にあらわ れて いる と思います かo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

105

44

'34

'

11

541

227

17.5

5.7

合 計 194 10α0

一7一



第13表 コン ピ ュー タ利用を コス トと効果 で対 比 した場合 、採算が とれて

いると思 います かo

項 目 回 答 数
,

パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

76

73

44

1

39.2

37.6

22.7

0.5

合 計 194 100.0

労 使 関 係

第14表 コン ピ ュータ利用について労使で協議 した い事 柄があ りますかo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

あ

な

る

い

92

102

47.4

526

合 計 194 100.0

・ 臓
1し熱 主 納 額 つ ぎ の とk'b・t・ ・r

Oコ ン ピ ュ ー タ要 員 の 労働 条件(勤 務 態 様 や手 当 な ど)に つ い て

○ 再 教 育 に つ い て

○ 事 前協 議 事 項 につ い て

○ 利 用の 範 囲、 成 果 、 今 後 の方 向 につ い て

○ 職務 内容 の変 化 に と もな う人事 関連 事 項 につ い て

○ オ ンラ イ ン化 に つ い て

○ 会 社 の コ ン ピ ュ ー タを借 用 した い件 に つ い て

○ チ ェ ッグ5'オ フ につhて

一8一
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第15表1 貴 労組で は経営における コンピュ占 夕問題をと:りあげた ことが あ

ります かo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

あ る

な い

無 記 入

85

106

3

438

54.6

1.5

44.6

540

1.4

合 計 194
卜 100.0 10'α0

㊧

※ とりあげた主 な内容 はつ ぎの とお り。

○ 導入初期 の仕事上 の苦情

○ 過渡期 におけ る労働過重

○ 労働条 件の変 化へ の対応

○ シス テムの内容

○ 勤 務 態 様

○ 配 置 転 換

○ 利 用 効 果

○ 効率 ・採算 ・成果

○ オ ン ラインの意義

○ 業 務 の 改 善

○ 現行 コ ンピュータが十分に活用 され ているか、導入前 と比較 して

どう変 わったか。

●

一9一



第16表 労使 間 で コン ピ ュー タ 問題 を と りあ げ た こ とがあ りま す かo・日t:

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭 和46年 調査

あ る

な い

無 記 入

89

103

2

459

531

1.0

乙4γ5

5α7

:1
.8

合 計 194 10α0 1000

※ 労使間で とりあげた主 な内容 はつ ぎの とお り。

○ 導入計画

○ 利用効果

○ 人員配置

○ 職務 内容 の変化 に と もな う教育 ・訓練

○ 職 業病の防止

○ 職場環境 の整 備

○ 労働密度

○ 勤務 態様

○ 労働時間

○ 残業規制

○ 諸 手 当

○ コンピュータ部 門の労務 管理

○ コン ピュータ利用 に対す る経 営側のポ リシー

○ オペ レー シ ョン体制

○ オンライ ン化

一10一
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第17表 コンピ ュー タ利用を め ぐる労使協議 の対 象で重要 と思われる問 題

を2つ 選んで下 さいo

頂吉

導入計画

交替制採用

配置転換

要員の賃金問題

要員の資格問題

要員の組合員の範囲

組織変更

教育問題

処理業務の変化 ・拡大

労働強化

解 雇

そ の 他

0

9

1

5

4

6

7

8

0

5

6

5

3

1

2

1

、
9

5

16.0

15.8

&3

4.0

1.1

7.0

4.5

2.1

24.1

14.7

2.1

0.3

利 用 状 況

第18表 これ まで コン ピ ュー タを利用したことが あ りますか。

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

あ

な

無 記

る

い

入

133

61

0

6&6

31.4

0

51.8

468

1.4

合 計 194 10α0 100.0
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第19表 ど の よ うな 方 法で 利 用 さ れま し たかo

(第18表 の 「あ る」133労 組 に つ い て)

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

計算 セ ン タ ー を利 用 30 22.6 22.9

会 社 の を 借 り た 84 6a2 47.9

計算 セ ンタ ー利 用 お 9 6.8 4.1

よび会社のを借 りた

そ の 他 10 7.5 35

無 記 入 0 0 21.6

合 計 133 100.0 100.0

v

第20表 ど のよ うな こと に 利 用 され ま した かo

(第18表 の 「あ る」133労 組 につ い て)

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

賃 金 調 査 66 496 66.7

意 識 調 査 26 195 11.1

賃金調査と意識調査 24 18.0 125

賃金調査、意識調査
お よび そ の 他

9 68 28

賃金 調査 そ の他 0 0 07

そ の 他 8 60 5.6

無 記 入 0 0 0.7

合 計 133 100.0 100.0

鳥
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第21t豪 貴 労組にはコンビざ一夕に関ずる担当者がゼますかo
ri

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト 昭和46年 調査

い

い

無

な

記

る

い

入

26'

165

3

134

851

1.5

126

838

36

合 計 194 1000 100.0

第22表 労 組 レベ ル の コ ン ピ ュー タ ・セン タを 望み ま す かo

項 目 回 』'答 数 パ ー セ ン ト
1

昭和46年 調 査

望

望 ま

無

む

な レs'一

記 入'

'96

89

9

49.5

45.9

46

68.7

20.5

10.8

合 計
'194 ・

、^

100.0 100.0

プライバ シー

第23表 コン ピュータ利用にと もな うプライバシー 問題について、 一般国

民の間で正 しい 認識が なされ てい ると思い ますかo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

5

1一38

51

26

w71
.1

26.3

合 計 194 100.0
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第24表 デ ータ郷 ン ク,}あ るいはロ ン ピュ 一 夕で処理されている 『値入デ

ー タ 』の利用をめ ぐ って、 現段階ですでに一般国民のプライバシ

ーが侵 されてい ると思いま・すかo

項'目 回 答 数 `パ ー セ ン ト

思

;うi,

思 わiな い
1

ら

わ か ら な い

199.8

7237.1
`

103.53.1

合 計 194100.0

。 プライバシーが侵さ裁 山 と思う理由已 混 同 そ輪 とん已

「ダ イ レク トメ ール」 を あ げ て い る。 これ は 、 ダ イ レク トメ ール1を ひ

ん ぱん に受 け と るが、 そ の リス トが ど}こか ら入 手 された もの か本 人 に

は さっ ぱ り見 当 が つか な い た め、 「デ ー タの悪 用 で は 左 い か 」・「デ ー

タの保 管 に 問題 が あ る の では ない か 」 な どの 疑 念 をい だ く意 見 で あ る。

※ この ほ か に は 、 官 庁 の シス テ ム に は一 般 国 民 が 知 らな い マル 秘 シ ステ

ムが あ る ので は ない か とい う意 見 が ある。

第25表 プ ライバシー保 護法をつ くる必要があ ると思 い ますかo

項 目 回 答 .数, ぷ 一 セ ン ト
、

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

130(一:

13

51

67.0

67

26.3

合 計 194 100.0

六
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第26表 プ ライバ シー 保護法がつ くられる とした ら、 づきのいずれを対象

にす べきだと思いますかo

づ

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

公 共 シ ス テ ム

民 間 シ ス テ ム

公共 ・民間 の双方

わ か ら な い

無 記 入

68

4

97

18

7

35.1

2.1

50.0

93

36

↓ 一

合 計 194 100.0

一15一



シ ス テ ム 監 査

第27表 システ ム監査は必要 と思 いますか。

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

159

16

18

1

82.0

82

9.3

α5

合 計 194 100.0

第28表 労組としてシ ステム監査に 興味が あ りま すかo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

あ

な

無 記

る

い

入

86

99

9

443

51.0

4.6

合 計 194 1000

※ 労 組 と して興 味 の 示 し方 は つ ぎの3つ に分 類 す る ことが で き る。

(1)プ ライ バ シ ーの 保 護 とい う観 点 か ら

(2)悪 用 ・濫 用 を防 止 す る とい う観 点 か ら

(3)労 組 と して監 査 そ の もの を 重 視 す る観 点 か ら

一16r
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第29表 企業は システム監査 を十分に実施する必要 がある と思いますかo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

149

9

32

4

76.8

4.6

16.5

2.1

合 計 194
100.0

第30表 企業(貴 社を想 定して下 さい)で はシステ ム監 査に十分 にと り組

んでい る と思い ます かo

項 目 回 答 数 パ ー セ ン ト

思 う

思 わ な い

わ か ら な い

無 記 入

34

106

47

7

17.5

54.6

24.2

3.6

合 計 194 100.0

畠

一17一



●

(

●

b

.

,

、

'

ζ
＼三‡;㌣

.
'

.冷

㌧
「
r

.

」

パ
ぷ

.
亡

17

㍉ピ

一

↑

"㍍
、

」'
「

f秘密

'
」

V

－,

v〒

3～ .「}1

二:

 

二

・,

F

'

.'

4

,

1

'

「

,

.
丁

.

'

F

.

.

.

,

P

1
「

」

「

(・乏 武 「・ウ

～

}一一

で

、

.

件
「

、
.

,
f

φ

ン

■

・

、

.

'

9



コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る

ア ン ケ ー ト調 査

ilt労 祖 名

.-T

所 在 地 TEL

組合員数 人 〒

ヒ部団 体 総 評 、 同 明1【工L
、 新産別、 中立労連 、 無

回答 吉名

役 職 名

ご回答 い た だ くに あた って

6

1

2

〔∨

4

この 調 査 は 昭 和43年 、46仁 に つ ぐ第3回 目で す 。

3月7日 ま でに ご 返 送 い た だ き ます よ うお願 い 致 しま す 。

ご 回 答 い た だ き ま した 労 組 には 集計 結 果 を ご報 告 申 し上

げ ま す 。

{固別 の 回 答 内 容 は 一 切 公 表 い た しませ ん 。

問 合 せ お よび 回 答 先

東 京都 千代 田区 嚢が関3-2-5

(財)日 本 情 報 開 発 、協 会

電話03-・581--6401(代)



一 般 的 問 題

質 問1

質 問2

質 問3

質 問4

質 問5

質 問6

質 問7

質 問8

貴 労 組 は コ ン ピ ュ ー タ に 関 心 が あ りま す かo

イ あ ・る

ロ な い

貴 労 組 で は コ ン ピ ュ ー タ 問 題 が 重 点 的 課 題 に な って い ま す かo

イ なって いる

ロ なっていない

コ ン ピ ュ ー タ の 普 及 は 職 務 に 適 応 で き な くな る人 を 生 み だす と思 い ます かo

イ.思 う

ロ 思わない

ハ わか らない

コ ン ピ ュ ー タ利 用 は 職 場 で 労 働 者 に プ ラ ス 面 の 影 響 を 与 え て い る と思 い ま す かo

イ 思 う(具 体的に:)

ロ 思わ ない

ハ わか らない

コ ン ピ ュ ー タ利 用 は 職 場 で 労 働 者 に マ イ ナ ス 面 の 影 響 を与 え て い る と 思 い 写す かo

イ 思 う(具 体的に:)

ロ'思 わ ない

ハ わか らない

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を 労 組 と して 監 視 す る 必 要 が あ る と 思 い ま す かo

イ 思 う

ロ 思 わない

ハ わか らない『

コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 進 展は 労 働 強 化 を も た らす と 思 い ま す か 。

イ すでに もたらしている(具 体的に:
、)

ロ 今後 もた らす(具 体的に:)

ハ 思わない

二 わか らない

企 業 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 導 入 の 真 の ね ら い と思 わ れ る も の をつ ぎ の 中 か ら3っ ま

で 選 ん で 下 さいo

イ 競争力 の強化

ロ 意思決定 のための用具

ハ 省 力化

二 値社が導入 したため

ホ 顧客への サー ビス

へ 業務の能率化

卜 人間性回復のための機械化

チ 人件費以外の コスト削減

り そ『の他(具 体的に:

.

㌣

'冑

」
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質 問9 コンビ・一 夕利用に関 して・'労組・と しての 重要事 項 を、 民間 ジステ ム'(企 業) 、 公
共 システ ム(官 鯖)… ぴ 社会問 題・別 げ・ 玩 それ ・わ ・選 ・で、重 要な

順 に1、2、3と お 書 き 下 さいo

項 目 民間シ ステム
1

・公 共 シ ステ ム 社 会 問 題

利 用 目 的 の 明 確 化
A

利 用 成 果 の 明 示
,

投 資 の 採 算 性

職 務 内 容 の 変 化

教 育 ・ 訓 練

職 業 病

解 雇 L

配 置 転 換

交 替 制

人 間 疎 外

プ ラ イ バ シ ー の 保 護

悪 用 の 防 止

シ ス テ ム 同 士 の 結 合

シ ス テ ム の 監 視 体 制

その他(具体的に:)

陶 重書 ・負は鍋 ・共 ・泣 声題 等で顕 して⇔ 恒 総 ん.

経 営 問 題

注}こ こでは貴社を想定して 下さ い。

パ

、

鯛10コ ンビ・一夕が・ネジ・ン・・用具・・ri・て輿 興 す・
.

イ 思 う'

ロ 思わない
・ ・=

ハ わか らない ・.

質 問11・ ンビ ・-s利 用の 目的は明 確1・され そ しこ訂 か
。 ・ ㍉r
6..ttt・イ 'さ れ て い る

'.
δぺ じ.;・ 、

.ロ さ れ そ い な い ・
`'

.

ハ わ か ら な い

、i
崎"4・ ・ 、 、:;'.:=T:::S-∵ 刃

質問12ニ ン:∵ タ利用9成 獅 確1こあら
;B・・… 熱 ・・…

r}・ ㌔ ‡'日 冬 ξ1ウ な い …,t…1・V・;'tt・ ト プ.・.,」
、...lrr・ ・六

八 わ か ら な い
.・ .

質問13 コ ン ピ ュー タi';Nを コ ス ・と効 果 で 対 ・ヒし 聞 合
・ 癩 が ・ れ … る と 思 ・・ま す か

c
イ 思 う

,・:;'.「 ・"「
〉'it'K'".盲

目 思 わ な い

ハ わ か ら な い



労 使 関 係

質 問14コ'ン ピ ュ 一 夕 利 用 に つ い て 労 使 で 協 ■ した い 事 柄 が あ りま す カ・,,

イ あ.る(購 的比:}

ロ な い

質 問15賃 労 組 で は 経 営 に お け る コ ン ビ ・一 夕問 題 を と りあ げ た こ とが あ リ9'「ns・ ・

イ あ る{内 容:1

ロ な い

質 問16労 使 間 で コ ン ピ ュー タ 問 題 を と り あ げ た こ とが あ りま す カ㌧

イ あ る{内 容:1

ロ な い

。。,7,ン 、∴ タ、慨 。。。。噸 。。.で"、 。・れ澗 … 鹸 下・

いo幽

{}尋 人討血

{)之 さ}制¶ぶ珊

([&:.百 ■ム煙 ・

t)歌 じi.'ノw金問題

〔)校tiの 論w～↓副題

()盟 ・【Lの剖 合"のmOti

c)遼1織.e:'4t

()穀 倉問題

}娯 理.Y.怜の氾1化・成人

()労 働鍾1し

{1解 派

1}そ の他(H"lt:):c:

利 用'状 況

質 問18こ れ まて.1こコ ン ピ ュー タ を 利 用 しプここ と が あ リ 写す か,)

イ あ る

ロ なv、

質 問19ど の よ うな 方 法 て 利 用 され 草 しに か リ

イ 計算センター乞利用

ロ 会社の コンど.5-'を 借 りた

ハ 乏の他 ～具体的に:)

質 問20ど の よ うな こ と に 利 用・さ れ ま した カ㌧

イ 賃金調査

u虐 自国 吐

)ハ その他(貝 白浪勺に:

質 問21賃 労 組 に は コ ン ピ ュ ー タ に 閲 す る担 当 者 が い ま す かo

l:。:一[》:竺 ∵ 、1、1;二1用…

質 問22',ン ビ.一 夕 に 敵 る賭 を取tN)llsrnL又 は 鑓 舗)が あnlteq名gztL'

て 下 さいo

イPIMdl:

ロ 対策面:

質 問23労 組 レ ベ ル の コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ を 望 み ぼ 『ザか

'やr:・

u琴,t《`ジ

・

6

O

・)

圭



プ ラ イ バ シ ー

■

σ

欲

質問24コ ンピ ュー タ利用に ともな うプ ライバシー問題 にっいて、一般 国民の間(正 しい認

識が なされて い ると思い ますかo

イ 思 う

馳ロ 思わない

'・ わからない

質問25

質問26

質問27

デー タバ ンク、 あるいは コンピ ュー タで処 理されてい る「個 人デ'一ータ.1の 利用2b

ぐって、 現段階(す(に 一 般国民の プライバシ ーが慢 され ている と思い 草すかu

イ 思う《理由:.)

ロ 思わない

ハ わからない

プライバ シー保■法 をつ くる必 要が あ ると思 い写すかe

イ 思 う

ロ 思わない

ハ わからない

プラ イバシー保固 法がつ くられ ると した ら、つ ぎのいずれ ま対象にすべきだと思い

草すかo

イ 公共yxテ ム1官 庁等}

ロ 民間〃スタム(全 室)

ハ 公共.民 間の双方

二 わからない,

シ ス テ ム 監 査

`

'

.

、

システム監査O定e

シ ステ ム監査 とは、 麹宣 した●三者の立場(、 コン ビ;一 夕 ・システムの安全性 ・G

膜性 ・採算性等 をチ ェゥク し、

① マネ ジメ ン ト面 か らの評■ および改曹勧 告

② 語用 の防止

⑧ 個人デ ータ◎濫用防 止、 その飽 シズテムの償金化

琶はカ・るための 施賃 をし、うo

質問28 システ ム監査は必要 と思い草すかo

イ 思,

ロ 且 わない

'・ わからない

質 問29労 組と して システム監査に 興味 かあ りますかo

イ あ る{理 田:

ロ な い

質商30全 霊はシステ ム監 査を十分に実施す る必書があると思い 亨すか。

イ 思 う

o思 わない

一 わからない

質問31

)

企 鍵 漕 社 日 愛 して下 さしり で はシステム監査に+分 とリ組 んでい ると思い 草す か.,

イ 患 う

ロ 邑わを㌔'..

ハ わからない



自 由 意 見 欄

コ ンピュ ータに関す る問題 で、 政府 ・企 業等 に何 を望みます かo

`

,

ご協 力 あ りが と うご ざしぷ した・

ヘ
ペ
.ち

`
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予定 日
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返却日
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獣 瞭 柘 湛 理醗 協会
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